
          付表 1.1 標準モデルに使用した発電機定数 
 
項  目 

ＮＧＴ＝２ 
（主 と し て 
 大 容 量 火 力 機 用 ） 

ＮＧＴ＝６ 
（主 と し て 
 大 容 量 原 子 力 機 用 ） 

ＮＧＴ＝８ 
（主 と し て 
 大 容 量 水 力 機 用 ） 

ｄ軸同期リアクタンス 
（Ｘｄ）[pu] 

１．７０ １．７０ １．２０ 

ｑ軸同期リアクタンス 
（Ｘｑ）[pu] 

１．７０ １．７０ ０．７２ 

ｄ軸過渡リアクタンス 
（Ｘｄ′）[pu] 

０．３５ ０．３８ ０．３５ 

ｄ軸次過渡リアクタンス
（Ｘｄ″）[pu] 

０．２５ ０．２８ ０．２６ 

ｑ軸次過渡リアクタンス
（Ｘｑ″）[pu] 

０．２５ ０．２８ ０．２６ 

ｄ軸過渡時定数 
（Ｔｄ′）[s] 

１．００ １．５０ ２．６０ 

ｄ軸次過渡時定数 
（Ｔｄ″）[s] 

０．０３ ０．０３ ０．０５ 

ｄ軸次過渡時定数 
（Ｔｑ″）[s] 

０．０３ ０．０３ ０．０５ 

電機子時定数 
（Ｔａ）  [s] 

０．４０ ０．４０ ０．３０ 

電機子漏れリアクタンス
（ＸＬ）[pu] 

０．２２５ ０．２５２ ０．２３４ 

  （注１）ＮＧＴはＹ法の発電機定数タイプを表す。 

  （注２）リアクタンス値は発電機自己容量ベースの pu 値を表す。 


